




要約:川崎病の心血管後遺症として僧帽弁または大動脈弁閉鎖不全の合併が報告されてお

り、リウマチ熱に代わる後天性弁膜症の原因疾患として重要性が増している。1973 年か

ら1993年まで当科で経験した川崎病1545例中,弁病変を合併したものは15例(1%)であり,

大動脈弁閉鎖不全は 3 例(0.2%)であった。今回,7 ヶ月時に川崎病に罹患し,発症後１年よ

り出現した大動脈閉鎖不全例に対し,13 歳時に人工弁置換術を施行した.川崎病に合併す

る大動脈弁閉鎖不全は稀な合併症であるが,長期に渡り増悪し,弁置換術を必要とする症例

が存在することを報告する。


